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評

63)に54歳で死んだ緒方洪庵の生涯を简堪にスケッチ 

したものである。彼の生涯を決定する最权Iの時期がは 

じまったのは，文政8体2 月50  (1825),16歳で元服 

して，由上醉之助惟彰と名のっすこ時期で， r大阪に足 

守藩蔵屋敷ができたにつけて，父惟因はその留守居役 

を命ぜられたJ ことが,彼をして蘭学を習得させる機縁 

となったのであって，のちに供庵から蘭学を学んだ福 

沢の蘭学别究の端緒ときわめて類似していて興味深い。

大阪で中天被にオラソダ語を学び, 天游のすすめで， 

文政13年4 月 （1830), 21歳のとき,ひとりで江戸へ行 

き,そこで坪并信道の門に入った（6 ~ 9貝）。 r信道 

はことのはか洪庵に目をかけてよく指導し,供庵もよ 

く勉強したので，学力も大いにすすみ，やがて塾頭に 

までなった。洪庵は， 序に，とのころ原書を数十卷 

読んだ結果，'どうやら額にかかった膜がi：れて，かゆ 

いところへ爪が.とどくような気がするようになったと 

のぺているJ ( 9员)。学力が進み，信道に紹介されて 

宇田川後斎の門に入った。

この字HI川棒齋との出会いが，洪庵に決定的な影響 

をあたえた。というのは, r樣まが死ぬまぎわに庵 

にたのんだ病理学書の編述の仕事は，いわぱ一生を支 

配したj からである（10貝)。江戸遊学中に，供庵は，

坪弁信道，宇田川樣斎のほかに，宇田川樣斎の門人黨 

作!^甫にも評価され，蘭学者としての地座ミを築いたの 

であった。

夭保7.年2 月10日 （1836), 27歳のとき，いままでの 

緒方别平を後方洪庵とあらため，長崎に廣学したが，

長崎には当時, 佐藤泰然，靑木周弼など,烤に有名に 
なった蘭学者たちがいたことは知られているが，供庵 

が誰につ、て1 学を学んだかは明らかではないといわ 

れる（13M)。供庵の蘭学者としての本格的な活動は，

r天保9年 （1838)から文久2年 （1862) までの24年間 

にわたり，蘭学者としては，本を著わしたり，翻訳を 

したり，医者としては，病む人をなおす仕事のはかに， 

今日の予防医学，公衆衛生の仕事，ことに種瘦事業に 

一方ならぬ力をつくし，また教育者としては，多くの 

子弟の蘭学• 医学の教育と人間形成に没頭して，明治 

維新の前後か'らずっとあとまで，̂のために本当に役 

に立つ人物を多く出した」（15更)0

この時期が，洪庵にとってまことに黄金時代であり， 

得意の絶頂にあったと思われるが，やがて転機がおと 

ずれる。r江戸の蘭学者のなかでも特に政治力のあっ 

た併東ま:朴等が中心にな力X , 供庵を江戸によんで幕 

府の奥医師‘ (将Sjiの侍医）にしようという跡きがたかま

(429)-
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緒方富雄著

『緒方洪庵伝』

幕藩体制下の日本をヨーロッバに結びつけ，西欧文 

明の香気を，後国政策に苦悩する知識人を媒介として 

日本にもたらしたものはオランダ人であり，蘭学であ 

った。幕末の知識人にとって，西欧文明とは，後に英 

学によって代られたとはいえ蘭学であひ，蘭学はたん 

にオランダ語というのでほなく，オランダ語を®じて 

のヨーロッバの認識ラC：のものにはかならなかった。

本書の著者緒方富雄氏は供庵の曾孫:にあたり，「そ 

の意味では洪庵のヒマゴの書いた答案ともい免ようJ . 

とのべられているように，きわめてユニークな供庵の 

伝記である。周知のように緒方供庵は，わが国におけ 

る蘭学则究の先駆者であり，彼が大阪にお、て経営し 

た適々齋塾あるいは適塾は，その門下生からま多の俊 

秀を輩出し，幕末雄新の事業に大きな貢献を成しとげ 

たのである。たとえぱ，村ffl蔵 六 〔後の大村益次郎），

佐野常民，菊他秋坪（焚作秋坪），橋本左内，大鳥圭介, 

鼓野專查，福沢論吉など，今日ひろくその名前の知ら 

れている人々である。緒方の塾に出入した人々につい 

ては，その名簿が，本書のなかにつけ加えられている 

が，これもみれぱ，緒方洪庵の蘭学を通じての,当時 

の心ある青年たちにたいする影響が、、かに大きかった 

かが想像できるであろう。

本書は，つぎの譜章から成っている，

第一章緒方供庵の生涯

第二ぎ蘭学者とじての供庵 ■

第 三 章 医 学 者 と し て の 供 庵 '

第四享教育者としての洪庵 

第五章人としての洪庵 

第六章むすび

緒方供庵ザ譜 

附録および追補 

となっている。

本書ほ600ぺ一ジを超える大冊であるが，彼の伝記 

の部分は，最あゾの15ひペーレはどで，大変'説み场い文 

章をもって綴られている。

第一章は，文化7力え（m のに生まれ，文久3ギ (18
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r三m学会雑誌J 71卷3号 （197約 月 ）

り，権力の庄カにおされて，r医学のため，子孫のた 

め，；討死の覚でこれをうけなけれぱならなくなっ 

た。そして将軍-侍医とされ，文久2 年I2月 （1862〉，幕 

府直轄の西洋医拳所の頭取に，犬® 俊まに'̂いで任ぜ 

られるが，文久3年6月10日 (1863),心身ともに疲れ, 

死亡した。

つぎに，洪庵の学問的業績および社会的活動である 

力;，彼はまず，蘭学研究の必躲上,蘭書の翻訳あるい 

は編速の仕事にたずさわった。とれは当時，一般に蘭 

学者の班究の常道であって，洪庵の場合，天保3年12 

月 （1832) に 訳し終った『人身窮理学小解』がある。

[これは, ドイツのローゼ（T ‘ A. G. Roose)力';,..ド 

イッ語で書いた人体生理学書を，ュイプマ（M. S. 

Ypm a)カンオランダ語に訳Iして，Handboek der Na- 

tuurkunde van den Mensch と名づけて，. 1809年に 

出版したものを，洪庵が訳しfcものである。著者は， 

この訳書が一般にひろく読まれ，今日でも多くの写本 

がのこっているところから，その翻訳が卓抜であった 

ことを指摘している。ただこの同じ年，すなわち1832 

年，未完成に終ったとはいえ，高野長英が訳編した 

『医原枢要』が出ていることが印象的である。

つぎに，天保5年 （1834),洪庵が信道の門に入って 

4年ロ，25歳のとき，医薬品術語集ともいうべきオラ 

ンダ語. ラテン語の術語を集めて，一種の辞書をつく 

り，これに日本語の訳語をつけたものである。標題 

は，オランダ語でつぎのように書かれている。Ver- 

zameling van de Kunstv/oorden, betrekkelijk de 

Geneesmiddeln : door M. S. Kenzoo : en daarna 

verbeterd en zeer vermeerderd ; zelfs alphabetisch 

gerangschikt door 0. G. Sanpij. Je Edo, Tenpoo 

5,

ところ力’ この天保5年 （1834)12月4 日に宇旧川 

樣齋が66歳で亡くなり，洪庵には，T様斎の大箸『遠 

0 医方名物考』の補遗編のなかへ，度量衡の算走（換 

算）を加えることJ , 「もう一つは，樣杳がかねて計画 

していた，今日でいう病理学の本をつくりあげるととJ 

が課せられた。この頃,供庵は，『視力乏弱病論J, 『医 

学入) 物理約説』，『視学弁整』，『和蘭詞解略説』などの 

,7タ蒙的な窗物や教科書を邦訳しているが, 彼が27歳に 

なった天保7印‘ (1836).大阪から提綺へ修業に出たと 

きから洪庵と名のった。長綺時代の訳書として,[袖 

珍め外方叢J があるが，これは青木弼,伊柬泡样の 

3人による共訳で，談鳥普刺别箸の処方を訳したもの 

力，広く普及したものであるという（35~36貝ん

— 128

天保9年3月23日（183S),冗町で蘭学塾を聞き，修 

業時代を終り，文字通り彼の黄金時代に入ったわけで 

ある。この時期の供;i の箸作の主要なものは， r病学 

通論』，『挟氏経験迫訓』および『虎狼摘治準』の三篇であ 

った。とりわけffi耍なのは『病学通論』で，わが国最初 

の病理学の書物で一般に広く蘭学激の問に用いられた。 

また『挟氏経験遺訓』は， r当時ドイツの内科学の'第 

一流の大家であり，ベルリン大学の教授であったフー 

フュランド（C, W. Hufeland)が，自分の50年の経験 

にもとづいて，系統立った教科書風にまとめたもので, 

それをオランダのハーへマン（H. H. Hageman, J r . ) 

が，1838年にオランダ語に訳したものであった。 [洪庵 

はこの本をくりかえし読んで大いに感激し，ついにそ 

の翻訳をおもいたったJ (43；DDといわれろが，これを 

みても，若い頃の翻訳が，学問の研究にとって重耍で 

あるかがわかるのである。また第 三 の S■虎狼摘治準』 

は，安政5年8 月（1858) の刊行で,コレラの大流行 

の黯に，その治療法について，ある書物から翻訳した 

ものであるという。

以上は，学者としての洪庵の業績であるが，第主享 

は， [医者としての供庵」の事業の偉大さを，主とし 

て種癔による天然瘦め予防および虎狼駒の治療のため 

の齋闘したととをのぺているという。供庵は，手紙の 

終りによく， 『道のため，人の為め』と書いたといわ 

れるが，医者としての崇高な使命感は，まさにそうし 

た仁術の実践であったと思われる。だが，われわれに 

とってもっとも印象的なのは，教育者としての洪庵の 

姿であろう。これについて，著者緒方富雄氏は，つぎ 

のように書いている。r洪庵は* 天保9年 （I838) の3 

月のおわりに大阪の冗町に家をかまえて，医学者とし 

て活動をはじめたが，これと同時に蘭学塾を開いて，

教Tf者としての'?S励もはじめた。すなわち，大阪.江 

戸 • 長崎と，約14年間の蘭学医学の修業'をおわった洪 

庵は，ここにいよいよ独立の蘭学者. 医学者，そして 

教育者としての生活にはいったのであるJ (80頁)。

天保14年12月15日に，洪庵は過書町（井池束へ入）に 

引越したが，それは問口約6 問，奥行約22間，約 M0 

坪であったという。この適盤での生活については，す 

でに福沢論吉がその『福翁自伝』のなかで' くわしくふ 

れ，また本書の付録としては描げられているので，深 

く立ち入る必要はない。

本書はすぐれた伝記であるが，人問洪庵の悲劇性の 

追求という点では必ずしも充分ではない。大阪の自由 

人，蘭学者 |̂1<庵は，幕府の権力によって，倚医とされ

{430)~--
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書 評

たため，経济上の食担がゾjnわったぱかりでなく，自山 

を失わなけれぱならなかった。蘭学は，西ヨーロッバ 

の合理めな®想を学びとる厳力な武器-であり，それは 

直ちに反権力，すなわち封建制の否定を導びくための 

ものでもあった。被辺華山や高野長英のリんだ道はそ 

れであり，そのゆえに彼らもまたその合理忠想のゆえ 

に権力の庄迫をうけ，悲劇的な生涯を迪らねばならな 

かった。

供庵は， ヒューマニストであり，すぐれた徳行の持 

主ではあったが，そのゆえにまた封翅的な庄制の社会 

の因習にまき込まれて，その自114を央い，悲劇の人と 

なったのではなかろう力、。( 19774P ,岩波書店，B 6判637 

H, 2,200円）

厳 田 鼎

(経済学部教授）

御周喜博著 

『農産物価格形成論

-農産物市場と価格形成-

( 1 )

r農本書は，著者がすでに昭和41年に公けにされた 

産物市場論」（束取大学出版会）の r肺妹篇j として，

本格的に農産物価格形成論を展開した労作である。前 

著との関速で，本書が継続して基本的なねらいとして 

いることは， r市場構造との関連で価格形成の具体的 

なありカゾたを明らかにすること，逆にいえぱ農産物to 

格論（fiiii格形成論）を有機的にくみこんで農産物ホ場論 

(市場偶造論）をより厳密なものに体系化すること一一■ 

いいかえれば市場論（商業学的解析）と価格論（経法学的 

分析）との統一的把握—— J (はしがきi ) を追'究するこ 

とにある。その構成を章別に示せば，次のとおりであ 

る0

問題の所在と課題

"市場論との関連でみた 

说廣物価格諭の課題—

農産物価格形成の理論 

—— 奥廣物市場と価格形成——

第2章農産物価格形成の展開

■一一市場構造展との関速で'みた——

—— 129 {431)

序

第1章

第3章農物価格形成の構造

—— 国家独占資本主錢下の諸形爐——

終ぜ農産物価格政策と政策価格

( 2 )

まず，著者の強調される点を中心に全体の内容を紹 

介することにしよう。

序章では，本書の問題意識ならびに課題が明らかに 

される。著者は，従来の農産物価格説が大別してマル 

クス経済学の立場からする農産物価格形成の胜礎理諭, 

および近代経済学の立場からする市場における需給論 

としての価格論に分けられるとしながら，そのいずれ 

もがrともに抽象的な原理の世界な問題とし対象とし 

ているJ ( 3頁）点では共通していることに着目し,農 

産物価格の理論的樊証的解明のためにはそれだけで 

不十分であり1■それを前提としたより具体的な理論と 

分析】すなわち[市場関係を導入した農よ物制格論j 

(同上）が必要であることを强調される。そして著者は 

このような問題意識から, J . S .ペインら近代経済学 

的立場からのr市場構造J 論的接近，ならびに資本主 

義発展段階との関速で農産物価格論を具体的に展開さ 

れた石渡雄氏の見解（[農産物価格論J 東大出版会fW 

和33年)，さらにいわゆる宇野理論的手法にも注意を促 

したうえで，自ら課題とする問題領域がI■農雇物市場 

ないし広義の農産物市場構造と, そこでの流冗I .市場 

後構との関速でみた価格形成の態様を理論的実誠的に 

明らかにすることであり，ことにそれも資本主義発展 

との関速で歴史的具体的に（つまり段階論的ならびにSi 

状分析的に）分析解明すること』（5貝）にあるとしてい 

る。

第1ぎでは，序ぎで明らかにされた問題意識を受け 

第2享以降の分析の理論的基礎が与えられる。それは 

要するに農産物価格形成をめぐる諸耍因の理論的解明 

といってよいが，具体的には競争構造• 市場構造，流 

通機構• 市場組織，流通過提諸段階，ホ場圏，市場体 

系，需給变勘といった諸耍因について，それらがどの 

ように価格形成を媒定するかを明らかにしているので 

ある。

第2章は， 「資本の農業♦廣《̂-物ホ場拿握の展開に 

照応して市場構造(市場編成）の展開がどのように進み♦ 

それに応じて価格形成の構造がいかに発展展開するか 

を明らかにすることJ (39M)を墓本祝角として[市場 

桃造との関速でみた農産物価格形成の態機を，わが国

I


